
電
動
式
射
出
成
形
機
の
概
論

安定した生産を実現する 　
１
９
９
７
年

月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
３
　
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」
を
境
に
、
油

圧
駆
動
方
式
に
比
べ
、
省
エ
ネ
効
果
に
優
れ
る
、
電

動
式
射
出
成
形
機
の
出
荷
台
数
が
飛
躍
的
に
伸
長
し

た
。
国
内
出
荷
台
数
の
内
、
電
動
式
が
占
め
る
割
合

日
本
産
業
機
械
工
業
会
調
べ

は
、
２
０
０
８
年

％
、

年

％
、

年

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
社
で
の
割
合
は
、

年
１
・
５
％
、

年

％
、

年

％
、

年

％
、

年

％
、

年

％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
各
成
形
機
メ

ー
カ
ー
も
同
傾
向
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
昨
年
、
独
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
行
わ
れ
た
世
界
最
大
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
産
業
展
「
Ｋ
２
０
１
０
」
に
お
い
て
も
、
電

動
式
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
欧
州
各
メ
ー
カ
ー

の
出
展
・
実
演
さ
れ
た
成
形
機
の
内
訳
を
み
る
と
、

実
に

％

当
社
調
べ

が
電
動
式
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
、
省
電
力
量
の
電
動
式
に
傾
倒
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
技
術
動
向

・
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

最
新
の
電
動
射
出
成
形
機
「
Ｓ
ｉ
―

」

図
２
　進
化
―
新
制
御

図
１
　
技
術
継
承

射出成形機と関連機器
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形

機
に
お
け
る
、
今
後
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
温
度
・
熱
」
の

高
精
度
な
制
御
技
術
で
あ
ろ

う
。

　
ま
ず
樹
脂
成
形
に
お
い
て

管
理
制
御
が
必
要
な
温
度
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
成

形
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
環

境
温
度
、
成
形
材
料
の
温

度
、
金
型
温
度
、
可
塑
化
装

置
の
温
度
な
ど
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
制
御
さ
れ

た
熱
源
か
ら
、
周
辺
へ
伝
達

さ
れ
る
熱
や
輻
射
熱
に
よ
る

し
ゃ

ふ
く

各
部
の
温
度
変
化
は
制
御
が

困
難
で
あ
り
、
成
形
品
を

良
い
品
質
で
、速
く
、安
く
、

安
定
し
て
、
再
現
性
良
く
」

作
る
の
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
不
良
品
の

生
産
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は

対
象
成
形
品
が
、
付
加
価
値

の
高
い
微
細
・
精
密
品
と
な

れ
ば
一
層
顕
著
で
あ
る
。

　
「
温
度
・
熱
」
に
よ
る
品

質
へ
の
影
響
を
解
消
す
る
に

は
、
ユ
ー
ザ
ー
、
関
連
機
器

・
成
形
機
メ
ー
カ
ー
が
お
の

お
の
の
立
場
で
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
形

機
メ
ー
カ
ー
に
は
、
金
型
の

熱
が
金
型
取
り
付
け
盤
に
伝

わ
り
に
く
く
す
る
技
術
や
、

成
形
材
料
の
ロ
ッ
ト
違
い
に

よ
る
メ
ル
ト
フ
ロ
ー
レ
ー
ト

Ｍ
Ｆ
Ｒ

を
安
定
化
さ
せ

る
温
度
制
御
技
術
な
ど
、
高

度
な
熱
管
理
の
技
術
革
新
が

望
ま
れ
る
。

　
射
出
成
形
機
の
駆
動
源

は
、
ほ
ぼ
完
全
に
電
動
式
と

な
り
、
油
圧
式

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
を
含
む

は
限
定
さ
れ

た
使
用
と
な
る
。
ま
た
、
よ

り
適
応
範
囲
を
広
げ
た
汎
用

機
と
、
成
形
品
や
成
形
シ
ス

テ
ム
に
特
化
し
た
専
用
機
の

「
二
極
化
」
が
進
む
と
思
わ

れ
る
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
協
創
に

よ
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
生

産
を
実
現
す
る
「
価
値
組
」

と
な
る
こ
と
が
「
勝
ち
組
」

へ
の
道
で
あ
ろ
う
。

　
国
産
の
射
出
成
形
機
と
そ

の
駆
動
方
法
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
１
９
４
１
年
に
開

発
さ
れ
た
手
動
式
の
成
形
機

が
国
産
第
１
号
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後

年
に
は

全
自
動
油
圧
式
が
、
そ
し
て

年
に
は
世
界
初
の
全
電
動

式
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
の
新
技
術

も
、
使
い
慣
れ
た
油
圧
式

対
「
省
電
力
だ
が
高
価
な
電

動
式
と
い
う
図
式
の
ま
ま
、

長
い
過
渡
期
を
経
験
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
間
も
各
成

形
機
メ
ー
カ
ー
は
、
た
ゆ
ま

ぬ
「
電
動
式
」
の
改
良
開
発

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
よ
う

や
く
過
渡
期
に
終
止
符
を
打

っ
た
の
が
、

年
の
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
３
」
で
あ
る
。
そ
の
後
の

伸
長
は
、
前
述
の
通
り
で
あ

る
。

　
一
方
、
当
社
は

年
に
全

自
動
油
圧
式
を
、

年
に

は
、
射
出
・
可
塑
化
・
型
開

閉
の
各
軸
に
独
立
し
た
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
を
配
し
た
、
型

締
め
力
５

の
全
電
動
サ
ー

ボ
射
出
成
形
機
を
開
発
し
、

年
に
１
号
機
を
出
荷
し
て

い
る
。

　
電
動
式
射
出
成
形
機
の
特

徴
は
、
省
電
力
量
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、成
形
品
を
良
い

品
質
で
、
速
く
、
安

く
、
安
定
し
て
、
再

現
性
良
く
」
生
産
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。

生
産
拠
点
の
海
外
移

転
が
進
む
中
、
こ
れ

ら
の
特
徴
こ
そ
、
国

内
生
産
と
同
等
の
品

質
を
確
保
す
る
切
り

札
と
し
て
電
動
式

の
地
位
を
確
か
な
も

の
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
成
形
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
繰

り
返
し
再
現
が
必
要

な
、
各
速
度
・
位
置

は
、
そ
の
駆
動
源
で

あ
る
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー

エ
ン
コ
ー
ダ
ー

を
含
む

と
ボ
ー
ル

ネ
ジ
の
高
分
解
能
・

高
精
度
化
に
よ
っ
て

確
保
さ
れ
る
。
各
圧

力
は
ロ
ー
ド
セ
ル
な
ど
の
高

性
能
圧
力
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ

て
高
精
度
に
再
現
さ
れ
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
や
上
位
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
の
高
速
・
高
精
度
デ
ジ

タ
ル
化
技
術
が
さ
ら
に
補
完

す
る
。
技
術
の
向
か
う
一
つ

の
方
向
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し

人

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

や

場
所

国
地
域

を
選
ば

ず
、
安
定
し
た
生
産
を
実
現

す
る
マ
シ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、高
剛
性
、

低
た
わ
み
、低
摺
動
、
モ
ー

ど
う

し
ゅ
う

メ
ン
ト
フ
リ
ー
、
ダ
イ
レ
ク

ト
ド
ラ
イ
ブ
Ｄ
Ｄ
、
潤
滑

グ
リ
ー
ス
量
削
減
な
ど
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
す
る
型
締
め
機

構
、
射
出
機
構
の
改
良
が
、

ソ
フ
ト
面
で
は
、
使
い
や
す

さ
、
設
定
の
し
や
す
さ
な
ど

を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
マ
ン

マ
シ
ン

イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス

の
改
良
が
、
各

成
形
機
メ
ー
カ

ー
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
当
社
の
最
新

機
種
「
Ｓ
ｉ
―

フ
ァ
イ
ブ

シ
リ
ー
ズ

写

真
も
、そ
の
例

に
漏
れ
な
い
。

今
回
新
機
種
の

開
発
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で

の
優
れ
た
ハ
ー

ド
面
の
「
技
術
継
承

図

１
」
と
、
最
新
の
ソ
フ
ト
技

術
を
取
り
入
れ
た

進
化

図
２

を
テ
ー
マ
に
し
な
が

ら
、
「
ス
マ
ー
ト
モ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
設
定
し
た
。
「
ス
マ
ー

ト
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
」
と

は
、あ
る
特
定
の
成
形
法
や
、

新
機
能
の
名
称
で
は
な
く
、

「
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
、
ス
マ

ー
ト
に
、
安
定
生
産
を
実
現

す
る
」
と
い
う
Ｓ
ｉ
―

シ

リ
ー
ズ
で
目
指
し
た
性
能
目

標
に
沿
っ
た
諸
機
能
の
総
称

で
あ
る
。


